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(57)【要約】
【課題】衣類等の袖に皺が発生しないようにした衣類投
入機を提供する。
【解決手段】
　洗濯した後の半乾燥状態の衣類を後工程装置に投入す
るための投入装置であって、衣類を預け渡すコンベヤ１
、２と、コンベヤ１、２に受け渡す衣類を、両袖を広げ
た状態に保持する背面吸引ボックス３と、背面吸引ボッ
クス３で吸引保持されるべき袖を撫でつけるブラシ５０
と、ブラシ５０を移動させるエアシリンダ５１とブラシ
５０を回転させるロータリアクチュエータ５４とからな
る。また、背面吸引ボックス３内に配置されており、ブ
ラシ５０と同期して移動する仕切り板６１と、仕切り板
６１を吸引ダクトに近い基端側と袖吸引ボックス３の外
端に近い先端側との間で移動させるエアーシリンダ６２
とからなる。ブラシ５０で両袖を撫で付け、その後で背
面吸引ボックス３で吸引すると、袖から皺が除かれた状
態で、衣類Ｃをコンベヤ１，２に受け渡すことができる
。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　洗濯した後の半乾燥状態の衣類を後工程装置に投入するための投入装置であって、
前記後工程装置に衣類を預け渡すコンベヤ機構と、
前記コンベヤ機構に受け渡す衣類を、両袖を広げた状態で吸引保持する背面吸引ボックス
と、
前記背面吸引ボックスで吸引保持される袖を撫でつける撫で付け機構とを備えている
ことを特徴とする衣類投入機。
【請求項２】
　前記撫で付け機構は、袖に柔らかく接触して撫で付ける撫で付け部材と、該撫で付け部
材を袖の付け根にあたる基部側から先端部側に向けて移動させる移動機構とからなる
ことを特徴とする請求項１記載の衣類投入機。
【請求項３】
　前記撫で付け部材の移動と同期して、前記背面吸引ボックスの吸引領域を移動させる吸
引同期機構を備えている
ことを特徴とする請求項２記載の衣類投入機。
【請求項４】
　前記吸引同期機構は、
衣類の左右の両袖を吸引できる幅を有し、幅方向中央で吸引ダクトに連結された背面吸引
ボックスと、
前記背面吸引ボックス内に配置された仕切り板と、
該仕切り板を前記背面吸引ボックス内で前記吸引ダクトに近い基端側と該背面吸引ボック
スの外端に近い先端側との間で移動させる移動機構とからなる
ことを特徴とする請求項３記載の衣類投入機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、衣類投入機に関する。さらに詳しくは、洗濯した後の半乾燥状態の衣類を整
形体に掛けることによって整姿状態とし、整形体からコンベヤへ衣類を預け渡し、最終的
には、アイロン掛けを行うアイロナーや折り畳み機等へ衣類を搬送する衣類投入機に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　洗濯した後に半乾燥した衣類をアイロナー、あるいは折り畳み機等へ投入するために、
整形体を有する投入機を使用することは既に公知である。整形体は、たとえば模擬人体と
称される部材を有し、そこに衣類を着せるように掛けて整姿状態とし、袖を伸ばすなどし
て、衣類が原形に近い状態で仕上げられるようにされている。このような投入装置の従来
例として特許文献１がある。
【０００３】
　この特許文献１の従来技術は図１７に示すように、投入機本体111の下部前面に整形体1
12を備え、本体111の上部に下コンベヤ121および上コンベヤ122を備えている。整形体112
の基端部はベース113に対し傾斜自在に取付けられ、伸縮装置114で昇降自在である。また
、整形体112の上部には左右の伸縮腕115,116が取付けられ、この伸縮腕115,116は左右の
伸縮機構117,118で左右方向に伸長したり収縮するようになっている。
【０００４】
そして、半乾燥した衣類を投入するときは、図１８に示すように、まず、（ａ）整形体11
2に衣類Ｃを被せ、ついで、（ｂ）伸縮腕115,116を伸ばして衣類Ｃの袖を左右に広げ、さ
らに（ｃ）整形体112を上昇させる。この動作により図１７に示す上下コンベヤ121,122に
受け渡すことができる。
【０００５】
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　この特許文献１では、整形体に浴衣等を着せて袖を展開しても、それだけでは皺が無い
ように袖を伸ばすことはできず、衣類等の袖への皺の発生を抑止できなかった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開2005-87321号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は上記事情に鑑み、衣類等の袖に皺が発生しないようにした衣類投入機を提供す
ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　第１発明の衣類投入機は、洗濯した後の半乾燥状態の衣類を後工程装置に投入するため
の投入装置であって、前記後工程装置に衣類を預け渡すコンベヤ機構と、前記コンベヤ機
構に受け渡す衣類を、両袖を広げた状態で吸引保持する背面吸引ボックスと、前記背面吸
引ボックスで吸引保持される袖を撫でつける撫で付け機構とを備えていることを特徴とす
る。
　第２発明の衣類投入機は、第１発明において、前記撫で付け機構は、袖に柔らかく接触
して撫で付ける撫で付け部材と、該撫で付け部材を袖の付け根にあたる基部側から先端部
側に向けて移動させる移動機構とからなることを特徴とする。
　第３発明の衣類投入機は、第２発明において、前記撫で付け部材の移動と同期して、前
記背面吸引ボックスの吸引領域を移動させる吸引同期機構を備えていることを特徴とする
。
　第４発明の衣類投入機は、第３発明において、前記吸引同期機構は、衣類の左右の両袖
を吸引できる幅を有し、幅方向中央で吸引ダクトに連結された背面吸引ボックスと、前記
背面吸引ボックス内に配置された仕切り板と、該仕切り板を前記背面吸引ボックス内で前
記吸引ダクトに近い基端側と該背面吸引ボックスの外端に近い先端側との間で移動させる
移動機構とからなることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　第１発明によれば、撫で付け機構で袖を撫でて皺がない状態としてから背面吸引ボック
スで衣類を吸引保してコンベヤ機構後工程に送る。このため、衣類を皺のない状態に仕上
げることができる。
　第２発明によれば、撫で付け部材は袖に柔らかく接触して撫でるので皺をのばしやすく
、その撫で付け部材が移動機構で袖の基部側から先端部側に移動すると、袖を外向きに広
げながら伸ばすことができるので、皺を完全に無くすることができる。
　第３発明によれば、撫で付け部材と同期して背面吸引ボックスの吸引領域が移動するの
で、撫で付けた後の皺の無い部分の袖が背面吸引ボックスで吸引保持され、かつ撫で付け
前の部分は未だ吸引されていないので、撫で付けによる皺のばしが容易に行える。
　第４発明によれば、背面吸引ボックス内で仕切り板を移動機構で移動させるだけの簡単
な構成で吸引領域の変動が行えるので、装置の信頼性が高く、また、撫で付け機構も移動
機構を用いているので、仕切り板の移動機構との同期をとりやすくなる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の衣類投入機で用いられる撫で付け機構の構造説明図であって、（Ａ）は
正面図、（Ｂ）は平面図、（Ｃ）は正面図におけるＣ矢視断面図、（Ｄ）は正面図におけ
るＤ矢視断面図である。
【図２】撫で付け機構の要部拡大平面図である。
【図３】図１の袖展開機構における１次動作の説明図であって、（Ａ）は正面図、（Ｂ）
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は平面図、（Ｃ）は正面図におけるＣ矢視断面図、（Ｄ）は正面図におけるＤ矢視断面図
である。
【図４】図１の袖展開機構における２次動作の説明図であって、（Ａ）は正面図、（Ｂ）
は平面図、（Ｃ）は正面図におけるＣ矢視断面図、（Ｄ）は正面図におけるＤ矢視断面図
である。
【図５】本発明の衣類投入機で用いられる吸引同期機構の構造説明図であって、（Ａ）は
袖吸引ボックスの正面図、（Ｂ）は同背面図である。
【図６】（Ａ）は吸引同期機構の平面図、（Ｂ）は（Ａ）図におけるＢ矢視側面図、（Ｃ
）は（Ａ）図におけるＣ矢視側面図である。
【図７】（Ａ）は仕切り動作後における吸引同期機構の正面図、（Ｂ）は同背面図である
。
【図８】本発明の一実施形態に係る衣類投入機の正面図である。
【図９】図８の衣類投入機の側面図である。
【図１０】上コンベヤ２と下コンベヤ１からなるコンベヤ機構の正面図である。
【図１１】上コンベヤ２と下コンベヤ１からなるコンベヤ機構の縦断面図である。
【図１２】袖バキュームボックスの正面図である。
【図１３】袖バキュームボックスの縦断面図である。
【図１４】整形体１０の正面図である。
【図１５】整形体１０の側面図である。
【図１６】（Ａ）は整形体１０の正面一部破断図、（Ｂ）は（Ａ）図のＢ－Ｂ線横断面図
である。
【図１７】従来の衣類投入機の正面図である。
【図１８】従来例による衣類投入作業の説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　つぎに、本発明の一実施形態に係る衣類投入機を図面に基づき説明する。
　まず、図８および図９に基づき本実施形態に係る衣類投入機の基本構成を説明する。
　衣類投入機Ｐの下部正面には、整形体１０が立設され、衣類投入機Ｐの上部正面には、
下コンベヤ１と上コンベヤ２の対が設けられている。下コンベヤ１と上コンベヤ２の対が
、特許請求の範囲にいうコンベヤ機構である。整形体１０は洗濯した後に半乾燥した衣類
Ｃ（代表的には浴衣やガウンであるが、これには限られない）を整姿状態とし、その状態
で衣類Ｃを下コンベヤ１と上コンベヤ２の間に挿入する装置である。
【００１２】
　下コンベヤ１と上コンベヤ２の対は、整形体１０から送り込まれた衣類Ｃを受け取って
、搬送を開始するための機構である。このコンベヤ１，２の下流には更にコンベヤＣ１，
Ｃ２、Ｃ３が連設され、ロールアイロナーＲにつなげられている。ロールアイロナーＲは
衣類にアイロン掛けをする公知の装置である。なお、アイロナーＲの代りに折り畳み装置
が設けられることもある。アイロナーＲや折り畳み装置が特許請求の範囲にいう後工程装
置である。
【００１３】
　上記衣類投入機Ｐの各部の詳細説明をさらに続ける。
　図１０および図１１に示すように、下コンベヤ１は１０本から２０本位のベルト１ａを
並列に掛け並べたもので、その全幅は衣類Ｃの両軸を広げたときの幅よりも広くなってい
る。各ベルト１ａは数本のガイドロール１ｂと背面吸引ボックス３の吸引面に掛け回され
ている。
【００１４】
　上コンベヤ２は下コンベヤ１の幅方向中央部における上方部分に配置されている。その
構成は、数本（図では６本）のベルト２ａを並列に掛け並べたもので、その幅は衣類Ｃの
肩幅に相当する程度である。各ベルト２ａは、上下に配置した水平なガイドローラ２ｂに
掛け回されており、２本のガイドローラ２ｂは左右に離れて配置された２本の傾動アーム



(5) JP 2012-125540 A 2012.7.5

10

20

30

40

50

２ｃに軸支されている。この傾動アーム２ｃの上端にはエアシリンダ２ｄが連結されてい
る。このため、エアシリンダ２ｄを伸縮させることにより、上コンベヤ２を下コンベヤ１
に接触させた接触位置とそこから離れた離間位置との間で姿勢変更することができる。
【００１５】
　背面吸引ボックス３は投入機Ｐの前面内側に設けられており、下コンベヤ１とほぼ同じ
全幅、つまり衣類Ｃの両袖（広げられた状態）の全幅よりも広いをもっている。また、下
コンベヤ１のベルト１ａは多孔ベルトであり、背面吸引ボックス３による空気の吸引を許
容する。このため、衣類Ｃの背面を吸引して落下しないように保持することができる。
【００１６】
　下コンベヤ２の左右両端部の前面には、図８に示すように、袖吸引ボックス４、４が左
右に２個設けられている。つまり、袖吸引ボックス４、４は衣類の両袖を左右方向に吸引
する位置に配置されている。この袖吸引ボックス４は、図１２および図１３に示すように
、上傾動アーム４ａと下傾動アーム４ｂで支持されており、上傾動アーム４ａにはエアシ
リンダ４ｃが連結されている。このため、エアシリンダ４ｃを伸縮させると、袖吸引ボッ
クス４を下コンベヤ１の表面に近接した吸引位置とここから離れた離間位置との間で姿勢
変更することができる。なお、４ｅは袖吸引ボックス４の内側に取付けられた透明板で、
空気の流れを案内しつつ、作業員が袖の状態を視認できるようにしている。
【００１７】
　前記背面吸引ボックス３と袖吸引ボックス４は、ダクト５ａ、５ｂ、５ｃでブロア５ｄ
に接続されている。また、ブロア５ｃの入側ダクトには、ダンパー５ｅ、５ｆを取付けて
おり、背面吸引ボックス３と袖吸引ボックス４の吸引・停止を制御できるようになってい
る。
【００１８】
　図１４および図１５に基づき、整形体１０の基本構造を説明する。
　整形体１０は基板１１と昇降板１２を備えている。基板１１はベース部材１３にピンで
前傾後傾自在に軸支されており、エアシリンダ１４で直立姿勢と少し後方に傾斜した後傾
姿勢との間で傾斜動作できるようになっている。
【００１９】
　図１６に基づき、整形体１０の昇降機構を説明する。基板１１には縦方向にレール１５
ａが取付けられており、昇降板１２にはスライダ１５ｂが取付けられ、レール１５ａには
スライダ１５ｂが昇降自在となっている。また、基板１１と昇降板１２との間には伸縮機
構としてのエアシリンダ１６が取付けられている。このため、エアシリンダ１６を昇降さ
せると、昇降板１２が上昇したり下降したりする。
　なお、昇降板１２には前カバー１７が取付けられており、この前カバー１７は基板１１
の前面も覆っている。
【００２０】
　図１６において、２１は左右のアームであり（図示は左側のみ）、衣類Ｃの左右の袖を
左右方向に張り出すための部材である。
　各アーム２１は湾曲しており、上昇動作することによって左右に張り出すようになって
いる。この動作を可能とするため、その下端部分は（図示しない）エアシリンダに連結さ
れており、かつ各アーム２１の上端部分は３個のガイドローラ２３で挟まれている。
　このアーム２１を左右に伸長すると、図８に示すように衣類Ｃの両袖を、左右両方向に
張り出すことができる。
【００２１】
　つぎに、本発明の特徴である撫で付け機構を、図１～図７に基づき説明する。
　本実施形態における撫で付け機構は、背面吸引ボックス３および袖吸引ボックス４と協
同して袖を左右に張り、皺のない状態に保持する機構である。既述のごとく、袖吸引ボッ
クス４は、整形体１０のアーム２１で展開された袖を負圧で吸引して左右に引張った状態
に保持するものである。
　撫で付け機構は、図１および図２に示すように、撫で付け部材５０と、その移動機構と
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から構成されている。撫で付け部材５０としては、ブラシのような衣類に柔らかく接触し
、かつ皺を押し延ばして平坦にできる部材であれば、どのようなものを用いてもよい。本
実施形態では、基材に多数本の毛を植毛したブラシを用いている。以下では、撫で付け部
材をブラシ５０として説明する。
【００２２】
　ブラシ５０の移動機構は、つぎのように構成されている。
　図２に示すように、エアーシリンダ５１のピストンロッド５２の先端には取付板５３を
介してロータリアクチュエータ５４が取付けられており、このロータリアクチュエータ５
４の出力軸に前記ブラシ５０が取付けられている。
　ロータリアクチュエータ５４は、ブラシ５０が背面吸引ボックス３および下コンベヤ１
（図８参照）の表面に対し、平行に向いた非使用位置と、背面吸引ボックス３および下コ
ンベヤ１の表面に対し垂角に向いた使用位置との間で、姿勢変更するものである。
【００２３】
　エアーシリンダ５１は伸縮することにより、ブラシ５０を撫で付けストロークの基部側
から先端部側（袖吸引ボックス３の外端）の間で移動させることができる。なお、撫で付
けストロークの基部側は、衣類Ｃの袖の付け根にあたる位置である。
　この構造は左右のブラシ５０について同様であり、左右一対のブラシ５０で衣服の両袖
を撫で付けることができる。
【００２４】
　図１は撫で付け動作前の状態を示している。つまり、ブラシ５０が基部側で待機してい
る状態を示し、ブラシ５０は背面吸引ボックス３および下コンベヤ１の吸引面に対し平行
である。
　図３は撫で付け一次動作の終了と二次動作の開始前の状態を示している。つまり、ブラ
シ５０が基部側に位置しているが、ブラシ５０が背面吸引ボックス３および下コンベヤ１
の吸引面に直角になった状態である。この動作変更は、既述のロータリアクチュエータ５
４の回転動作で行われる。
【００２５】
　図４は撫で付け二次動作の終了後の状態を示している。つまり、ブラシ５０が背面吸引
ボックス３の外端まで移動した状態であり、この動作はエアーシリンダ５１の伸長動作で
行われる。このブラシ５０の移動は袖吸引ボックス４の横にある透明板４ｅの裏側で行わ
れる。つまり、ブラシ５０で袖の皺を取り除くと、その袖は袖吸引ボックス４で引かれ続
け、この空気吸引は透明板４で袖に平行に移動するように案内される。
　したがって、このあと背面吸引ボックス３の吸引面に衣類Ｃの両袖が吸引保持されれば
、袖の皺がない状態で衣類Ｃが保持されることになる。
　また、この撫で付け動作により袖が袖吸引ボックス４による負圧吸引のみで左右に引か
れているときの不安定なバタツキが抑制され、両袖が左右に展開された状態が安定するこ
とになる。
【００２６】
　本実施形態では、撫で付け機構に加え、図５～図７に示す吸引同期機構が設けられてい
る。
　図５および図６に示すように、吸引同期機構は、背面吸引ボックス３内に配置された仕
切り板６１と、その移動機構からなる。
　仕切り板６１は背面吸引ボックス３の内部を吸引側と非吸引側に区切る板部材である。
【００２７】
　移動機構を構成するエアーシリンダ６２は背面吸引ボックス３の裏面に水平に取付けら
れている。エアーシリンダ６２のピストンロッド６３には取付金具６４を介して仕切り板
６１が固定されているが、取付金具６４は、背面吸引ボックス３の裏面に形成された細長
い水平なスリット６５を通って移動する。
　このため、エアーシリンダ６２の伸縮動作によって仕切り板６１は背面吸引ボックス３
内で左右方向に移動する。
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【００２８】
　図５に示すように、背面吸引ボックス３における幅方向中央の裏面には吸引口３ｈが形
成されており、この吸引口３ｈには吸引ダクト５ａが接続されている。
　図５は仕切り板６１が吸引口３ｈに近い基端側に位置している状態であり、図７は仕切
り板６１は背面吸引ボックス３の先端側に移動した状態を示している。
【００２９】
　この仕切り板６１とブラシ５０とは同期して動かす。つまり、衣類Ｃの両袖を背面吸引
ボックス３に吸着させたとき、ブラシ５０を基端側から先端側へ動かして袖を撫で付ける
動作を行うとき、同じタイミングで仕切り板６１を基端側から先端側を動かす。
　そうすると、ブラシ５０を撫で付けられた後、皺が無くなった部分の袖は背面吸引ボッ
クス３の吸引面に吸着され、皺のない状態に保持される。そして、ブラシ５０で撫で付け
られている部分は吸引されていないので、ブラシ５０の撫で付けによる皺取りが容易に行
えることになる。
【００３０】
　つぎに、撫で付け動作の詳細を説明するが、その前に衣類投入機Ｐの投入動作の全体を
説明する。
　この全体の動作手順は、次のとおりである。
（１）投入動作前の整形体１０は、図１４および図１５に実線で示すように、下降位置に
あり、直立している。この状態で整形体１０に衣類Ｃを被せる。
（２）整形体１０が図１４および図１５の点線で示すように、コンベヤ１の面に沿う角度
に後傾し、昇降体１２が上昇する。この状態になった後、衣類Ｃの袖を左右に広げる展開
作業が行われる。
（３）図８に示す袖吸引ボックス４が下コンベヤ１の表面に沿った状態で衣類の袖を吸引
すると、衣類Ｃの左右の袖は左右に負圧で引張られる。このとき、袖の撫で付けが行われ
る。
（４）ついで、袖吸引ボックス４の吸引を停止し、同時に背面吸引ボックス３が吸引を開
始すると下コンベヤ１の表面に衣類Ｃが張り付く。
（５）上コンベヤ２が下降し衣類Ｃの衿付近をコンベヤ１と挟み込む。同時に袖吸引ボッ
クス４が旋回して上昇する。
（６）整形体１０が下降し、同時に下コンベヤ１が起動して衣類Ｃだけが搬送される。
（７）衣類Ｃが下コンベヤ１を通過し終えると、背面吸引ボックス３は吸引を止める。
（８）衣類Ｃはその後、コンベヤＣ１、Ｃ２、Ｃ３の順番で搬送され、ロールアイロナー
Ｒまで搬送される。
【００３１】
　袖の撫で付け動作と吸引の同期は、前記動作（３）と同時に行われるが、その詳細はつ
ぎのとおりである。
　つまり、袖吸引ボックス４で両袖を負圧で吸引している状態で、袖の部分をブラシ５０
で撫で付け、かつ撫で付けの終わった部分から両袖を背面吸引ボックス３で吸引保持して
いく。この動作は、ブラシ５０の移動による袖の撫で付けを少し先行させ、その直後を吸
引同期機構の仕切り板６１を移動させることで行われる。この動作により、撫で付けて綺
麗に皺を伸ばした部分の袖が順に下コンベア１面に張り付き、動作最終時には袖の全面を
綺麗に展開して、皺のない状態で、背面吸引コンベヤ３に吸引保持された状態となる。こ
の状態から袖吸引ボックス４が退避し、上コンベヤ２が降下して、下コンベヤ１との間で
衣類Ｃを挟むと、搬送の準備が完了である。この後はコンベヤ１、２を駆動すれば、衣類
Ｃを後続のコンベヤＣ１、Ｃ２、Ｃ３に送り込むことができる。
【００３２】
（先の出願の記載事項）
　以下は、先の出願における撫で付け機構の記載である。ただし、符号は本項の実施形態
に合わせるよう変更している。
【００３３】
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Ｃ．袖展開機構
　袖展開機構は、袖バキュームボックス３と撫で付け機構を備えている。
　袖バキュームボックス３は、展開された袖を負圧で吸引して展開状態に保持するもので
ある。
　なお、投入機の下コンベアの裏側には、コンベアを通して負圧吸引する吸引部が設けら
れている。
　撫で付け機構は、ブラシ等で構成した稼働体を備えている。この稼働体は待機時ではブ
ラシの羽先に横向きにしているが撫で付け開始時には下向きになって袖に対面するように
なっている。また、袖に対面した状態で、エアシリンダー等のアクチュエータで左右に移
動し、袖Ｃｓの上面を撫で付けながら移動する。この動作により袖が負圧吸引されている
ときの不安定なバタツキが抑制され、前記下コンベア側の吸引部で吸引され、展開された
状態が安定することになる。
【００３４】
（動作概略）
　動作手順においてコンベア１面に衣類等を張り付けるが、袖バキュームボックス３内部
でバタついている袖を綺麗に展開し、皺なくコンベア１面に張り付かせるのは難しい。
　そこで、ボックス内部に袖を押さえながら広げる（以後、撫で付けという）機能を要し
た稼働体（ブラシ等）を設け稼働させる。同時にコンベア１面の吸引ボックス内部に設置
した仕切りを同じ方向に稼働させる。これにより撫で付けて綺麗に皺を伸ばした部分から
順に下コンベア１面に張り付き、動作最終時には袖の全面を綺麗に展開し皺無く下コンベ
ア１面に張り付かせることができる。
　補足として、下図袖撫で付け一次動作とは袖の広げ方向に動作。袖撫で付け二次動作と
はブラシの回転動作を指す。
【００３５】
（効果）
　袖バキュームボックス内部でバタついている袖を綺麗に展開し皺無くコンベア一面に張
り付かせる。
【符号の説明】
【００３６】
　３　　　背面吸引ボックス
　４　　　袖吸引ボックス
　５０　　撫で付け部材
　５１　　エアーシリンダ
　５４　　ロータリアクチュエータ
　６１　　仕切り板
　６２　　エアーシリンダ



(9) JP 2012-125540 A 2012.7.5

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(10) JP 2012-125540 A 2012.7.5

【図５】 【図６】

【図７】 【図８】



(11) JP 2012-125540 A 2012.7.5

【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】



(12) JP 2012-125540 A 2012.7.5

【図１３】 【図１４】

【図１５】 【図１６】



(13) JP 2012-125540 A 2012.7.5

【図１７】 【図１８】


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

